


インプラント治療について院長よりご挨拶

インプラントとは、歯を虫歯や歯周病、外傷などで失った場合に、義歯が簡単に外
れてこないように、骨に直接埋め込む人工の歯（人工歯根）のことを言います。
第二の天然歯ともいわれ、入れ歯では味わえない使用感が得られます。

従来は歯を失った場合、ブリッジや義歯（入れ歯）を作っていました。ところが、
ブリッジについては失った歯をはめ込む為に両隣の歯を削ることにより、削った歯
の寿命が短くなることがあります。
また、義歯（入れ歯）は、堅い物
を咬むと痛みがあったり、咬む度
に入れ歯が動いたりして、必ずし
も快適な使用感が得られる訳では
ありません。
インプラントなら入れていること
を忘れるほどに快適です。

現在行われているインプラント治
療は純チタンか、チタン合金を使
用しています。かつてのインプラ
ントの表面は機械研摩してあるタ
イプが主流でしたが、現在では、粗造な表面構造で骨との結合（オッセオインテグ
レーション）が得られやすいタイプが多くなってきました。また、インプラントの
表面にハイドロキシアパタイトをコーティングしたタイプの物もあります。

1965 年にスウェーデンではじまったインプラントは日本でも 20 年程まえから行わ
れるようになり、インプラント埋入手術を行う歯科医院も増えました。現在、イン
プラントは決して特殊な治療方法ではなくなりました。
しかし、そのすべての医院が十分な設備を備えているわけでもないようです。
インプラント手術に医院が求められる条件は、さまざまですが、一番分かりやすい
ものとして、医院が専用のオペ室を持っているかどうか？が目安の一つとなります。
インプラント埋入はまぎれもなく外科処置です。血圧や脈拍、体温をモニターしな
がら、清潔な環境で行うべきものです。
当医院では、インプラント埋入手術を安全確実に行うために専用のオペ室を用意し、
万全の態勢を整えております .

■インプラントは専用オペ室で

■インプラントとは
皆さまこんにちは。院長の秋澤秀
彰です。
当院では、皆さまに私たち秋澤歯
科医院の地域での歯科医療サービ
スにかける思いをお伝えして、さ
らに皆さまとのコミュニケーショ
ンを深めたいと思い、ニュースレ
ターを発行することになりまし
た。
さて、まず始めに私自身のことお
話してみたく思います。
小金井の地で平成元年に開業いた
しましたので、もう２０年以上の
歳月が経過したことになります。
その間に多くの患者様に来院していただき、当初はこんなに多くの患者様が来院し
てくださるとは思ってもおりませんでしたので、皆さまに感謝しております。この
場を借りてお礼申し上げます。

私は会社勤めの父を持ち、転勤が多く全国各地を転々とする子供時代を過ごし、い
よいよ大学進学というとき、さて将来はどうしようか？と思い悩んだ末、親戚に医
者が多かったため、人に感謝される仕事として医者は素晴らしい仕事と思い、歯科
大学に進学しました。歯科大時代は文武両道？　ボクシング部に在籍する傍ら趣味
でサーフィンもしていまして、とてもアクティブな毎日を過ごしていました。その
ため当時は、今の少したるみ気味な体からは想像できないぐらいシャープな体をし
ていました。大学卒業後は新宿にあります東京医大の口腔外科に在籍して、現在の
臨床の基礎を学びました。多くの患者様と東京医大で接することができ、その際に
身をもって感じたことは、医療はいくら素晴らしい技術を持っていても患者様との
意思の交流が密にできていないとダメだということです。このことは、秋澤歯科医
院を開院する時の命題にしました。ですから、当院はスタッフ一同患者様とのコミュ
ニケーション・ファーストをミッションとして日々の診療に取り組んでいます。医
院を改装する際も、待合室を広く明るく開放的にすることによって、患者様の気持
ちが少しでも軽くなって、私たちとのコミュニケーションが活発になればと思って
のことです。もう文字スペースがなくなってしまいました。これからもコミュニケー
ション・ファーストの秋澤歯科医院をよろしくお願いいたします。

■院長の秋澤です


